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談 話 室

Gatlinburg会 議 と米 国訪問記.

工 学 部 岡 田 東 一(吹 田5G52)

「17年 ぶ りにアメ リカへ行 って来ましたよ 」といrソた ら,「 へえ今時めず らしい所へ 出かけ られた

んですね 」と冷やかな反応 がかえ って くるほ どアメ リカは 日本人 によ く知 られ るよ うになった。 たしか

に米 国の大 部分は17年 前と殆 ど変 っていなか ったしそれほど珍しいところで もない。 ドライで陽気で

はあるがそれで もチ ョッピリ淋 しそ うなところ もあるアメリカ人の多 くは開拓時代の精神 をうけつ いで

今 日も明 日もひたす ら前向 きに歩 みつづけていた。

東部アパ ラチヤ山脈はグレー トスモーキー連山のふ もと,Gatlinburgは 山 あ り漢流あ りで 日本の奥

入瀬川を思い出させる美 しい田舎町であ り保養地で ある。 ここに10月1日 か ら10日 間,二 つの 国際

会議のためにカンヅメとはな った。第1の 会議は 「核融合工学のための放射線損傷と トリチ ウム」,第

2の それは 「金属の放 射線損傷の基礎的側 面 」とい うもので,見 る立場こそ異 ってもどちらも材料 の

RadiationDamageの 重 要 性がクローズ アップされ τいる。 第1の 会議の冒頭全体会 議で 「核融合へ

のあてな き旅 」と題 してK:ulcinskiが 核 融合炉実現のため に我々が越えなければな らない三つの大 き
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な山を示 した。 これ らは図の ようにプラズマ物理,放 射線

損傷の諸 問題それにコス トである。最大の障壁である材料

の放射線損傷 が60篇 の論文 にょって詳細に議論 された。

一方平行して行われた トリチウム関係のセクションもD-

丁炉実現のためには非常に大 きな研究分野であるが,筆 者

は これには全 く出席しなかっ牟ので語 る資格が ない。 けれ

どもこれ に出席された我国の1専 門家か らのまた聞 きでは

トリチウムの技 術は米 ・日では大学院 と高校程度ほど もレ

ベルが違 って齢 り,し かもこれは軍事機密に強 く関係 して
　 　 　 　

いるので米 国は殆ん どデータを発表 しない。ただお付 き合

い上10年 前のデータを嬉 んのい くつ かdeclassify.し て

発表す るといった程度であった らしい。 あれだけの水爆 を

保有している米国のこ とを考えれば トリチウムのhandling技 術上 の較差 につ いては話半分 どころかほ

とんど全 面的に うなづける。

第2の 会議は この分野の世 界の(少 くとも自由諸国側では)精 鋭 が集 り,連 日鋭いdiscussionが 朝

か ら深夜まで続け られた。論文数 も113件 と多 く,限 られた時間では処理 し切れないためdiscussion

session(1名Poster〔 ポ スター 〕又はBooth⊂ 屋台 〕Sessionと 呼 ばれ る)と 称す る発表形式が採

用された。 このや り方は今回の場合でいえぱ10月7日(火)14:30か ら16:.30ま で2時 間41人
　

の発表が定 め られ た部屋の定 め られたStation(机 と1枚 の大 きなポス ターか ら成る)に 陣取 り店 を出
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す。 ポス ターには 自分の発表 に関する:重要事項を系統 的に網羅す るポスターの書 き方は色彩豊かに個性

的な ものでなけれぱな らない。 この間参会者は前の晩に十分勉強して狙 いをつけておいた論文の店 に行
　 　

き,い くらで も質問,討 論す ることが出来る。 この方式では店主がd丘scussion中 他 所 の店に出かけ ら

れないとい う欠点 があ るがこれさえ克 服すれば大変 面白い方法だと思 った。 もらうん中床の濃い研 究発

表 を魅力的に店の 前に並べ,あ いそよ く㈱店番をつ とめよ うとす る店主の まじめな努力がなければ知客

がよりつかず うらぶれたことに もな りかねないが 。

さて筆者がマークしていた超 電導マグネッ ト材料に対す る照射効果の分野では第1・ 第2の 会議 と も

夫々3件 ずつ合計6件 の発表 があった。数は少かったけれ どもこの分野の現状 と将来を分析す る上 で筆

者には非常に重要 な発表ばか りであ った。得 られた主な結論は次の通 りである。①先ず核融合炉用超電

導マグネッ トに対す る中性子 照射効果 という研 究テーマの重要性 に対する評価は現状では人 によりま ち

ま らであるとい うこと。②従 って現状では研究の進め方がかな り個性的であること。③マグネッ トの構

成材料のRadiationSensitivityは 絶 縁材,安 定化材,超 電導体構造材 の順 となる点に関 しては殆 ど

異論 がない。④化 合物系超電導材料 のTcが 非 常に中性子 に対 してradiationsensi七iveで;一1019Uzcm2

以 上 で急激 に低下する。⑤放射線の線質効果(重 イオ ン照射 と中性子照射の効果 をどの ように比較す る

か)に ついてある目安 が得 られた。⑥極低温照射の重要性 についてある程度の 目安 が得 られた,な どで

ある。 これ らの詳細につい ては別の機会 に述べる。

さて,会 議のho七d丘scuss丘onを あ と}(い くつかの大学 ・研 究所のeoldltと ころばか りをみてまわっ

た。先ずORNLのSekulaは 従来 か ら超電導体のRadiationDamageのACLossな ど を研 究して

いたが最近 では核融合炉への応用に焦 点を絞 って低温照射(原 子炉)の 試み或 は化合物系(V3Ga)の

damageを 手 掛け始めてい る。又CTR用SCMagnet開 発 の問題点検討の世話役 として長編の調査報

告書をま とめつつ あった(SuperconductiugMagnetDevelopmentProgram,ORNL-TM5019).

次 に4っ の湖に囲まれた美 しいMadisonと い う町にWisconsin大 学 を訪門 した。UWMAK-1,皿,

皿一号機 の概念 設計GrodpのHeadと し て有名なK:uleinski教 授 のGroupの セ ミナLで は我 々がGatli-

uburg会 議 で発表 した論 文を1時 問ほ ど時間 をかけてじっ くり討論して貰 った・我 々の結果をUWMA:K

に適 用す ると どうなるかについてかな わ興味 をもったようである。

プ リンス トンプラズマ研究所のJ.Fileは 海 軍にいたので20年 前,大 阪へ度々来た ことがあり宝塚

歌劇のファンである。D型 トロイダル マグネッ トの創始者 であ る彼は核融合炉に知け る高磁場超電導 マ

グネ ッ トの必要性 と実現性について顔を真赤 にして強調していたのが印 象的であった。 ここから北上ル,

ボス トンはMITの 有名(民 家と隣合せ に建 っていることで … …)な 研 究用原子炉の隣i,National

MagnetLabaratoryのProfessorKolmと 岩 佐 さんを訪ねた。数知れぬほ どのMagngtと そ の精力

的な応用.のスクールの大 きさに肝 をつぶ した。丁度 アル カ トールとい うプラズ マ実験装置 が雪だ るま状

態で運転中であった。(昭50.10.24)案 内 の岩佐 さんが 「今度の実験結果 はかな り重要 らしいですよ 」

耳 うらされた。果せ るかなその言葉通 り,こ の装置は プラズ マ密度 に関 し従来の5倍 の好成績の新記録

を作 った ことが11月 に新聞報道 されている。

BNLで は気のいい ヒグ男Sweedlerと 日本人のSuenagaさ ん に澄 目にかかった。LosAlamosで

はEnergyStorageのDr・Laquerと や は りヒゲ男のParkinと 討 論 し有意義であった。 それにつけて

も現在米国で超電導 体のDamageの 分野 の最前線で活躍 してい る三人男,S叩edlerParkinそ れ に

ArgonneのBrownが 何 故いつれ も同 じょ うに顔 中ひげだ らけなのかこれは今後の研 究課題どして残 って

いる。

(昭 和50年12月17日)
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